
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
３０年度

令和
元年度

計

円 円 円 円 円 円

5,292,000 37,862,259 43,154,259

交付金額 5,292,000 33,628,000 38,920,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　公園利用者にアンケート調査を実施したところ、「公園内で快適に過ごせた」との回
答が多数得られ、本事業の実施により、周辺住民への憩いの場の提供及び地域コ
ミュニティの拠点形成が図られ、生活環境の改善に寄与することができた。
　また、市報にて本整備事業に特定防衛施設周辺整備調整交付金を活用した旨を
明記し、地域住民に対して周知を行った。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施設：
長井浜公園）整備事業

　行橋市長

　行橋市大字長井

　本地区は、近隣に公園がなく地域住民に憩いの場を提供することができていない。
　このため、都市公園の整備を行い、憩いの場を提供することにより、地域コミュニティ
の拠点を形成することを目標とする。

　無

　無

　公園整備　一式

　平成３０年度～令和元年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

元年度 計

円 円 円 円 円 円

19,340,040 19,340,040

交付金額 19,000,000 19,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　補助事業の成果について、指定管理者及び夜間利用者に対しアンケートを
行ったところ、「明るくなった」、「練習しやすくなった」などのご意見を頂いたこと
から、安全安心な利用環境の整備を実現できた。
　地域住民への周知については、工事着手前に、指定管理者及び利用される
各団体(テニス協会等)へ、防衛省の「特定防衛施設周辺整備調整交付金事
業」であることを説明し、また工事完了後においては、市及び指定管理者の
ホームページに「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」により照明灯を改
修した旨を掲載し、利用者へ周知した。

無

無

令和元年度

照明設備改修　２灯用　14基　　４灯用　３基

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する施
設：総合公園テニスコート）整備事業

　行橋市長

　行橋市大字今井

　市の北部に位置する総合公園テニスコートは、年間を通じ日中だけでなく、夜
間も多くの市民に利用されている。

　しかし、施設照明灯（中央部）の照度が低く市民より中央部が少し暗くプレー
しづらいなどの意見があり、夜間の使用に支障を来していることから、照明灯を
改修し照度を改善することにより、利用者の安心安全を確保する。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
元年度

計

円 円 円 円 円 円

10,010,000 10,010,000

交付金額 9,000,000 9,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　車両更新後１年間の稼働状況を確認した結果、従前より稼働率が向上したことで作
業能率の改善が図られており、周辺地域の衛生的な生活環境の保持に寄与している
ことを確認した。
　また、車体に「特定防衛施設周辺整備調整交付金」の文言を記載し、ごみの収集を
行っていることより、市民への周知を行っている。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：塵芥車）整備事業

　行橋市長

　行橋市東大橋5丁目26番1号

　現状の車輌は購入後約１１年が経過し、経年的損傷による圧縮装置の不具合など
により作業能率が著しく低下し、修理により使用ができない期間も生じている状況にあ
る。
　このことから、車輌を更新することで、稼働率の向上を図り、市民の衛生的な生活環
境を保持する。

　無

　無

　　物件購入　塵芥車　3.0ｔ車（荷箱容積5.8㎥　最大積載量2,800kg）　１台

　令和元年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

２７年度
まで

２８年度 ２９年度 ３０年度 元年度 計

円 円 円 円 円 円

30,120,450 6,511,320 6,529,680 6,525,360 6,507,600 56,194,410

交付金額 29,500,000 6,500,000 6,500,000 6,500,000 6,500,000 55,500,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

地域住民より「設置により、防犯及び交通等が安全になった」との意見が寄せら
れ、地域住民の生活環境の改善に寄与することができた。また市ホームページ
に「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」により防犯灯を新設、取替えした
旨を掲載し、市民に周知している。

無

無

平成２３年度から令和３年度まで

防犯灯新設・取替工事(新設４８灯、取替１３９灯)

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：防犯灯）整備事業

行橋市長

行橋市　仲津校区ほか

　経年による劣化・腐食等により機能に支障を来している防犯灯の取替えによる
ＬＥＤ化及び未整備箇所へＬＥＤ防犯灯の新設を行い、生活道路や通学路の
夜間における犯罪や事故を抑止し、住民の安心安全を確保する。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

元年度 計

円 円 円 円 円 円

15,287,800 15,287,800

交付金額 13,600,000 13,600,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（教育文化施設：行橋北小学校）整備事業

　行橋市長

　行橋市行事六丁目20番1号

　平成28年に当該校付近に公共下水道本管が整備されたため、校内の排水設備を改
修して下水道に接続することで、学校環境衛生の向上を図ることを目的とする。

　排水設備改修　一式

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　改修後、教職員にヒアリングを行ったところ、「これまでは学校敷地内の浄化槽
周辺では排水の匂いが気になっていたが、改修後は匂いも無くなり、衛生環境が向
上した。」との意見が、また、児童にヒアリングを行ったところ、「外トイレの水
の流れが良くなった。」等の意見が寄せられており、学校環境衛生の向上を図るこ
とができた。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により整備した旨をホームページに
掲載し、地域住民への周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の
目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及
び終期

元年度 計

円 円 円 円 円

2,467,300 2,467,300

交付金額 2,467,000 2,467,000

補助事業の成果及
び評価並びに地域
住民への周知の実
施状況

事業の改善措置及
び今後の対応

事業の評価に際し
ての第三者機関の
活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（教育文化施設：小学校教室改修工事）整備事業

　行橋市長

　行橋市大橋二丁目17番1号　行橋小学校

　児童数の増加に伴い、次年度において行橋小学校の普通教室が不足することとなっ
た。
　このため、行橋小学校において特別教室を普通教室に改修することにより、学校教
育の円滑な実施の確保を目標とする。

　教室改修　１教室

　令和元年度

事業費及び交付金
額

事業費

　教室改修後、児童及び教職員にヒアリングを行ったところ、「黒板やロッカーが新
しいのでうれしい。」「床のカーペットが無くなったので鼻がムズムズしなくなっ
た。」等の意見が寄せられており、学校教育の円滑な実施を確保することができた。

　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により整備した旨をホームページに掲
載し、地域住民への周知を行った。

無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

元年度 計

円 円 円 円 円 円

13,182,490 13,182,490

交付金額 12,000,000 12,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（教育文化施設：行橋市図書館新規図書）
　整備事業

　行橋市長

　行橋市大橋

　行橋市図書館等複合施設を現在整備中であり、来年度供用開始予定
　である。本事業で新規図書を購入し蔵書数の充実を図ることで、利
　用環境の向上を図る。

　新規図書購入　1,337冊

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　新規図書購入後の行橋市図書館等複合施設に配架し、利用者および管理者へヒア
リングを実施した結果、管理者からは「一般参考図書のさらなる充実がはかれ、図書館
の有用性が高まる」との声を頂いた、利用者からは「以前の図書館より蔵書が増えてう
れしい」、「私らの世代は百科事典が家にあるのが当たり前だったから事典の充実はと
てもありがたい」等の意見が寄せられており、利用環境の向上に寄与することができた。
また、特定防衛施設周辺整備交付金事業により整備した旨を本市の図書館内及び
ホームページに掲示し利用者への周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

元年度 計

円 円 円 円 円 円

3,603,600 3,603,600

交付金額 3,603,000 3,603,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市
　　　町村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても記載すること。
　　２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等
　　　を記載すること。

　無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

　築城飛行場関連公共用施設（教育文化施設：小学校備品購入）整備事業

　行橋市長

　行橋市大橋二丁目17番1号　行橋小学校他1校

　児童数の増加に伴い、次年度において行橋小学校及び延永小学校の普通教室が不
足することとなった。
　このため、行橋小学校及び延永小学校において、普通教室に必要な備品を整備す
ることにより、学校教育の円滑な実施の確保を目標とする。

　児童用机・椅子等　一式

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　備品購入後、児童及び教職員にヒアリングを行ったところ、「机と椅子が新しく
てうれしい」「電子黒板を使って受ける授業は分かりやすくて楽しい。」等の意見
が寄せられており、学校教育の円滑な実施を確保することができた。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業により整備した旨をホームページに
掲載し、地域住民への周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
元
年度

計

円 円 円 円 円 円

23,013,100 23,013,100

交付金額 23,000,000 23,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（社会福祉施設：総合福祉センター）
整備事業

　行橋市長

　行橋市大字中津熊５０１番地

　総合福祉センターは建設後２３年を経過し、屋根及び外壁に浮きや雨
漏り、腐食等が生じている。
　経年劣化による老朽化部分の改修を行うことにより、施設利用者が安
全、安心して利用できる環境を確保する。

屋根改修一式、外壁改修一式

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　改修後、利用者および管理者へヒアリングを実施した結果、「本改修
工事の実施により、屋根については「雨漏り」及び「湿度の上昇」の防
止、外壁については、「タイルの剥離の危険性」が除去できた。」との
意見が得られたことから、「利用者が安全、安心して利用できる環境の
整備」、「施設の耐久性の向上」及び「美観の確保」につながったと評
価する。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業（防衛省）により整備し
た旨を「施設出入り口３箇所」及び渡り廊下１箇所」に掲示し、利用者
への周知を行った。

無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
元
年度

計

円 円 円 円 円 円

3,751,000 3,751,000

交付金額 3,640,000 3,640,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（社会福祉施設：総合福祉センター
（照明設備））整備事業

　行橋市長

　行橋市大字中津熊５０１番地

　総合福祉センターのセンターホール照明（水銀灯）、２階南側各室及
び廊下（蛍光灯間接照明等）、１階南側廊下（蛍光灯間接照明及び蛍光
灯ダウンライト）について、経年劣化による灯体の不調や照度不足が見
受けられるため、ＬＥＤ照明化を行い、照度向上による利用者の安全確
保を実現する。

照明設備改修一式

　令和元年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　改修後、利用者および管理者へヒアリングを実施した結果、本改修工事の実
施により、「タイル目地等の段差でつまづくことが無くなった。」、「廊下に
掲示された掲示物が見やすくなった」との意見が得られたことから、「利用者
が安全、安心して利用できる環境の整備」につながったと評価する。
　また、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業(防衛省)により整備した旨を、
施設入口等利用者の目につくところに施工前、施工後に掲示し、利用者への周
知を行った。

無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
29
年度

平成
30
年度

令和
元
年度

計

円 円 円 円 円 円

2,635,000 16,560,000 17,300,000 36,495,000

交付金額 2,635,000 14,570,000 17,300,000 34,505,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　井堰が整備されたことで、地域住民から「取水及び井堰の管理が安全かつ
容易になった」との意見が寄せられており、地域住民の利便性の増進が図れ
た。また、工事着手前に地元説明会を開くとともに、工事看板に本工事は防
衛省の特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を記載し周知
した。

無

無

　平成29年度から令和元年度

　井堰改良　N=２門

事　　　業　　　評　　　価　　　書

築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：稲童下地区
井堰）整備事業

　行橋市長

　行橋市大字稲童

　本地区の井堰は、長年の使用により損傷しており、満足な機能を発揮する
ことができず、また板堰であるため作業に危険が伴い、かつ多くの労力を要し
ている。
　調整交付金事業で井堰を整備することにより、用水の確保、農作業効率の
向上及び農業経営の安定を図る。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
２９
年度

平成
３０
年度

令和
元
年度

計

円 円 円 円 円 円

6,837,000 5,430,000 11,270,000 23,537,000

交付金額 6,837,000 5,430,000 11,270,000 23,537,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

農道が整備されたことで、地域住民から「畑への通行及び維持管理が楽に
なり作業効率が上昇した。」との意見が寄せられており、地域住民の利便の
増進が図れた。また、工事着手前の地元説明会において、特定防衛施設周
辺整備調整交付金を用いての事業であることを説明し、工事看板について
も、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを明記した。

無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

築城飛行場関連公共用施設（産業の振興に寄与する施設：長井地区農
道）整備事業

行橋市長

行橋市大字長井

本地区は、キャベツや大豆といった農作物の優良な農耕地域となっている
が、従来使われている農道は狭く、舗装されていないため、通行時に離合が
できず、降雨時には路面に轍が生じ、通行の妨げになるといった問題が発
生しており、地元と市双方の負担となっている。
　特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で農道を整備することにより、通
行の便の上昇及び維持管理の負担軽減を図るものである。

農道改良　L=293.1m

平成２９年度～令和元年度


